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令
和
の
2
年
目
が
ス
タ
ー
ト
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

国
も
メ
デ
ィ
ア
も
そ
ろ
っ
て
大
騒
ぎ
し
、
あ
た
か
も
豊
か
な

い
い
時
代
が
始
ま
る
か
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
か
か
る
費
用
は
当
初
予
算
の
お
よ
そ
4
倍
の

3
兆
円
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
そ
の
後
に

残
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

　

今
、
必
要
と
さ
れ
る
の
は
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
福
祉
や

医
療
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
そ
し
て
最
も
必
要
な
の
は
教

育
へ
の
投
資
で
す
。

　

今
や
日
本
は
世
界
の
中
心
で
は
な
く
、
企
業
も
、
教
育
も

世
界
に
後
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
実
質
賃
金
は
こ
の

20
年
で
10
％
以
上
低
下
し
て
い
ま
す
。
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金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水
　

★
新
学
期
通
常
授
業
開
始
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塾
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座
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座

冬
期
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座

冬
期
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座
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期
講
座

成
人
の
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休
塾

冬
期
講
座

◆
3
年
生
道
コ
ン
（
中
1
・
2
休
塾
）

◆
1
・
2
年
生
道
コ
ン
（
中
3
休
塾
）

冬
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在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国･

昭
和 

中
学
校　

美
原･

共
栄･

景
雲･

鳥
取･

鳥
取
西･

附
属･

富
原

高　

校　

湖
陵･

江
南･

北
陽
・
明
輝
・
高
専

■ 1 月の予定 ■

　

最
近
話
題
と
な
っ
た
高
山
市
の
岐
阜
県
立
斐
太
高
校
は
文

武
両
道
の
進
学
校
。
こ
の
高
校
の
女
子
の
タ
イ
ツ
の
色
に
関

す
る
校
則
が
議
論
を
呼
ん
だ
。
ベ
ー
ジ
ュ
の
タ
イ
ツ
に
白

ソ
ッ
ク
ス
が
ル
ー
ル
だ
と
い
う
。
生
徒
会
執
行
部
の
生
徒
・

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
黒
色
の
タ
イ
ツ
導
入
に
9

割
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も「
合
理
的
理
由
は
な
い
」

と
却
下
さ
れ
、
そ
の
後
に
同
窓
生
・
保
護
者
・
生
徒
・
教
員

そ
れ
ぞ
れ
4
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
会
議
で
よ
う
や
く
認

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
教
育
で
何
が
問
題
な
の
か
を
端
的

に
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
す
こ
と

の
で
き
る
発
想
力
な
の
で
す
。
勉
強
が
で
き
て
、
い
い
大
学

へ
行
っ
て
大
企
業
に
就
職
で
き
れ
ば
安
定
が
得
ら
れ
る
時
代

ストップ  過 保 護・過 干 渉 

　

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
10
％

以
上
賃
金
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
に
対
応
し
よ
う
と
20
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
校
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
や
英
語
の
授
業
を
一
律
に
実
施
す
る

こ
と
こ
そ
が
問
題
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
は
多
様
な
価
値
観
や
発
想
力
は
付
か
な
い

し
、
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
教
育
改
革
」
の
は
柱
だ
っ
た
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
問
う
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
先
送
り
な
ど

日
本
の
教
育
は
も
う
迷
走
状
態
で
す
。

　

制
服
、
校
則
で
し
ば
る
教
育
、
そ
し
て
過
保
護
に
過
干
渉
、

こ
れ
で
は
「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
が
圧
倒
的
な
力

を
持
つ
よ
う
な
時
代
を
生
き
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

一 日 に 一 度 は R-GROUP
の確認をお願いします。

は
終
っ
た
の
で
す
。
今
や
企
業
に
は
人
を
育
て
る
余
裕
が
な

い
の
で
す
。
社
会
に
出
る
ま
で
に
学
力
だ
け
で
は
な
い
、
い

ろ
ん
な
も
の
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
通
用
し
な
い
の
で
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
亡
く
な
っ
た
中
村
哲
さ
ん
の
よ
う

に
、
医
療
で
人
を
助
け
る
よ
り
環
境
を
変
え
る
こ
と
の
方
が

重
要
だ
と
い
う
考
え
方
は
勉
強
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

学
習
の
方
法
以
前
に
、
責
任
あ
る
行
動
、
挨
拶
を
し
っ
か

り
す
る
、
時
間
を
守
る
、
忘
れ
物
を
し
な
い
、
何
事
も
丁
寧

に
自
発
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
結
果
に
繋
が
る
の
で
す
。

　

10
年
後
、
20
年
後
の
社
会
が
ど
ん
な
社
会
な
の
か
想
像
は

つ
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
学
力
だ
け
で
は
生
き
て
い

け
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す
。

公立高校入試まで
   あ と 59 日

センター試験まで
   あ と 13 日

11 月の道コン、学力テストの結果をもとに志望校へ向けての面談 　　　12/7　作図特講

12/14　図形の計量特講 1 週間早く冬休みになった附属と高専生、午前中から勉強12/21　理科全範囲特講

21 期生の群馬女子大卒の増山さんと高専か
ら株式会社キッツに就職した田村君と夕食

21 期生で高専から北電へ進んだ森君。
会社の分社化で今後どうなるのかと！

  12/29　2019 年、最後の授業が終わって恒例の掃除、中高生が手伝ってくれました。ありがとうございます！

     普段の勉強が大事です             ちゃんとやらないと居残りも！　　  　　　　　　　 高校生たちの学習の様子

7 期生で高専からトステム
（現 LIXIL）に就職の渋谷君

重要な塾のサポーターで 6 期生の
岩渕君、今日は次女の楓ちゃんと。

 5 期生の田積さん、今日は差入
れを持って来てくれました。

22 期生で高専から富士ゼロックス 2
年目の佐々木君。仕事は楽しいと！

28 期生で高専 1 年の一誠君と 22 期生
で豊橋技術科学大学 4 年の兄、凌平君

17 期生で歯科医を目指す大学５
年の粟野君が 2 年振りに塾に！



　   
< 進 学 す る な ら 農 学 部　続 々 新 設 の ワ ケ >

　近年、大学で農学系学部の新設が相次いでいる。食への関心が高まり、食糧危
機などグローバルな課題が
浮き彫りになる現代、企業
の参入や最先端技術の活用
などで農業のあり方が大き
く変わろうとしている。農
業の変革期を担う人材が広
く求められる中、大学は農
作物生産だけでなく農業ビ
ジネス、情報科学にまで研
究領域を広げて育成を急
ぐ。（有年由貴子）
　「高齢化社会の到来で、
健康に対する社会の関心が
高まっている。その根源に
関わっているのは『食』と

『農』。社会や多くの企業が
農学系の人材を求めるよう
になっている」

　こう話す
のは、来年
４月、大阪
府内で唯一
の農学部を
開設する摂
南 大（ 大
阪府寝屋川
市）の荻田
喜代一学長
だ。関西で

は、京都大や神戸大などの国公立大のほか、近畿大（奈良キャンパス）など私立
大もすでに農学部を抱える。少子化が進み、大学進学者数も減少傾向にある中、
あえて“新規参入”に打って出る勝算はあるといい、現在、枚方キャンパス内に
約１ヘクタールの農場やガラス温室５棟、ビニールハウス４棟などを整備中だ。
　「農学部は『小さな総合大学』と呼ばれるくらい関わる分野が幅広い学部。も
ちろん田畑もあれば最先端研究もあり、生物、栄養、健康、農業経済も含まれる」
と荻田学長は強調する。新学部も農作物生産や最先端バイオテクノロジーといっ
た理系の学問だけでなく食育や流通・消費傾向など文系まで学べる「文理融合型」
であることが特徴だ。農業だけでなく、食品業界など幅広い分野で活躍できる人
材を育てることも意図している。
人 気 急 騰
　関西では近年、農業系学部の設立が相次いでいる。平成２７年に龍谷大が私
立大としては３５年ぶりの農学部となる文理融合型の学部を新設。３０年には
立命館大が経済学・経営学をベースに「食」について学ぶ食マネジメント学部
を開設した。文科省の統計によると、農学系の学科で学ぶ学生数は１５年度では
６万９４４７人だったのが３０年には７万６９３０人と増加傾向にある。
　農業系学部人気の理由の一つに、農業経営への企業参入が急増していることが
あげられるという。
昨年度、農学部第一期生が卒業した龍谷大では、地元関西を中心に、食品関連の
ほか、金融や情報通信など多様な業界に卒業生を送り込んだ。同大の担当者は「実
習などで農業の現場を知っている点などが評価されているようだ。企業における
農業人材のニーズの高まりを感じる」と手応えを感じている。大学院修了が有利
とされる大手食品メーカーなどの研究開発部門で就職した学部生もいたという。
　耕作放棄地対策などのために、２１年に農地法が改正され、法人が農業に参入
しやすくなったことが背景にある。農林水産省によると、同年末に農業に参入す
る一般法人は４２７法人だったのが、３０年末には３２８６法人と８倍近く増加
している。参入先には東京、大阪などの大消費地に近い地域が目立ち、都道府県
別では３０年末現在、兵庫県が１９７法人と最多だ。
　異業種からの参入も多く、ＩＴ会社が農作物を栽培、電気関連会社がオリーブ
園を開設するなど、食をめぐり企業が新規ビジネスを模索している状況がうかが

える。今後、さらに農業に強い人材が求められる局面が増えそうだ。
広 が る 研 究 領 域
　社会に求められるのは多様な学びを身につけた人材だ。
　近年の農学部では農家経営などに直結する食料生産分野だけでなく、環境や気象、
ゲノム科学、情報科学、農業ビジネスなど研究領域が年々拡大。食の安全や気候変
動に伴う食糧危機への懸念など、グローバルな課題の解決も目指す挑戦的な学問と
しても期待されている。
　最近は人工知能（ＡＩ）やＩｏＴ（モノのインターネット）など、日本の農業の
現場で革新をもたらしている最先端技術を活用した「スマート農業」も研究分野と
して関心を集めている。
　また、大学は食や農に関心を寄せる地域の人々の学びの場としても期待される。
龍谷大では、昨年４月に農学系大学院も開設。初年度の修士、博士課程の入学生
１５人全員が社会人で、京都の老舗料亭の料理人らが学んでいるという。摂南大も
令和３年度入試から社会人入試を実施予定で、大学院を６年度に開設予定だ。
　担い手不足や最先端技術の活用、現在の農業が直面する課題に対する取り組みは、
新しい雇用やビジネスを生む可能性に満ちている。その突破口を開く新たな人材の
育成が急がれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　産経 WEST 2019.12.24
　私は 10 年近く前から、これからは農業、漁業、林業が重要になって来ると言っ
てきました。近年の世界の気候変動を見ると、地球環境の悪化により食料不足にな
るのは目に見えています。農業を学び農業をやるのではなく、漁業を学び漁師にな
るわけではありません。林業を学び地球の自然環境を考えることが必要なのです。
　世界的の指導者は 16 歳のグレタ・トゥーンベリさんの言うように自国の経済発
展のことしか考えていません。今、日本の食料自給率はわずか 37％と危機的です。
　農林水産の新たな時代の研究の道へ進むこともＡＩには出来ないことなのです。
とにかく多くを経験し、多様な価値観、世界観を身につけることです。

< ＰＩＳＡ調査　日本の１５歳、読解力１５位　３年前より大幅ダウン >
  経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は３日、世界７９カ国・地域の１５歳を対象とし

て２０１８年に実施した国際学習到達度調査（ＰＩＳ
Ａ）の結果を公表した。日本は読解力が前回（１５年
調査）の８位から１５位と大きく後退したほか、数学
的応用力が前回の５位から６位に、科学的応用力も２
位から５位に順位を落とした。文部科学省では、読解
力の記述式問題などで課題が浮き彫りになったとみて、
学力向上策など検討する。
　調査は３年に１度、義務教育修了段階の子供たち
を対象に読解力と数学的・科学的応用力を測るもの
で、今回は男女約６０万人が参加。日本からは全国約
６１００人の高校１年生がテストを受けた。
　それによると、日本の読解力の平均点は５０４点で、

ＯＥＣＤ加盟国平均の４８７点は上回ったものの、前回の１５年調査より１２点、
前々回の１２年調査より３４点低かった。
　文科省によると、全体の約３割を占める自由記述式の問題で得点が伸び悩んだと
いい、正答率がＯＥＣＤ平均を２割近く下回った問題もあった。文科省担当者は「自
分の考えを他者に伝わるよう、根拠を示して説明することに課題がある」と分析し
ている。
　また、インターネットのサイトから必要な情報を探し出すなど、ネット社会を反
映したような問題でも日本の正答率はＯＥＣＤ平均より低かった。
　一方、数学的応用力は５２７点（ＯＥＣＤ平均４８９点）、科学的応用力は
５２９点（同４８９点）。前回に比べ５～９点低かったが、文科省では「引き続き
世界のトップレベルを維持している」としている。
　国・地域別の平均点順位は、３分野とも中国の「北京・上海・江蘇・浙江」が１
位、シンガポールが２位、マカオが３位で東アジア勢が上位を占めた。ＯＥＣＤ加
盟国の中では、読解力と科学的応用力はエストニア、数学的応用力は日本がトップ
だった。
　日本の子どもたちの読解力の低さは今に始まったことではありません。10 年以
上前から分かっていたことです。2002 年の「ゆとりの教育」の失敗です。また、
子供たちの体力低下の問題もそうですが、メディアなどでは長時間のスマホやゲー
ムが原因だと言っています。本当にそうなのでしょうか。30 年以上塾をやり子供
たちを見てきて、昔の子どもたちのとの大きな違い、その原因は「過保護」「過干渉」
に他なりません。力を発揮できない子供たちのほとんどがそうなのです。子どもの
ために止めましょうお父さん、お母さん！「過保護」「過干渉」。大人の問題なのです。


